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ワサビ田における被覆肥料の水口施用が
生育・品質に及ぼす影響

1.はじめに

静岡県の渓流ワサビの栽培面積は約140haあ

り， 2009年の生産状況は生産量(根茎) 313kg， 

粗生産額24億円(生ワサビ)で，全国一の面積お

よび生産額を誇っている。県内では伊豆天城山

系，安倍川上流が主産地であり，特に伊豆天城山

系は最大産地で伊豆市天城湯ヶ島，中伊豆地域に

それぞれ約40haの面積を有している。近年県内

ワサビ生産の問題点として 栽培面積は維持して

いるものの生産量が減少したまま伸び悩んでお

り，その対策が求められている。

元来ワサビは清澄な流水中で栽培されるもので

あるが，ワサビの生産量を左右する要因のーっと

して用水中の肥料成分の多少に影響をうけること

が指摘されている。

宮崎1)は伊豆地方の優良田と劣等回の用水の無

機成分含有量を比較し優良田は劣等
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用にあたって作土層への施用は大雨による被覆肥

料の流失が懸念されてきた。

そこで，ワサビ田における被覆肥料の水口施用

が生育・品質に及ぼす影響について若干の検討を

行ったのでその結果を報告する。

2. 試験方法

， )試験ほ場及び土壌条件

試験は天城山系より那賀川本流にそそぐ湯沢水

系の上流標高250mの慣行管理が行われている加

茂郡松崎町池代湯沢の農家ほ場で実施した。(写真

1 )試験地域の地質は新第三期火山性の凝灰岩質

岩石で，流域の土壌は褐色森林土である。

2)試験区

試験区の構成は表 1に示した。被覆肥料はエコ

ロングトータル313(以下 ロングとする)を用

い，翌年 1月の収穫までの溶出を期待して180タ

田にくらべて肥料三要素の含有量が

多いことを，また築地ら 2)も肥料三

要素含有量の多い用水ほどワサビの

生育が良好であることを報告してい

る。さらに河森ら 3)は肥料成分を用

水中に安定して供給を試みたが現地

での実用性に問題があるため容易な

施用法が求められるようになった。

小林4)は奥多摩地区で被覆肥料をワ

サビ田の作土層にすき込む施用試験

を行った結果，親株の本数，根重な

どについて施用効果を報告してい

る。奥多摩のワサビ田は水量が少な

い地沢式であるが 静岡県内で多く

採用されている畳石式ワサビ田は多

量の用水を必要とするのが特徴であ

る。このため県内での被覆肥料の施 写真， .ワサビ田の風景
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イプを選択した。処理区の規模は 1区18m2 (田

頭水路幅 3mX水止めまでの長さ 6m)である。

3)試験概要

試験地域は標高が低く水温が高く生育が良好な

ため春期に植え付けし収穫は冬に行うのが一般的

である。栽培方式は渓流を利用した畳石式ワサビ

田でJ下回 2号'を60本/3.3m2，一石 1本植えで

行った(図 1)。ロングは定植 (2008年4月7日)

後の 5月28日に現物4.2kgを施用した。施用方法

は0.7kgづ、つをナイロン製の網袋につめ，田頭水

路(幅3.0m)内に 6袋を埋没させ，定期的に回収

して分析に供した。収穫は定植8.5ヶ月後の2009

年 1月28日に行った。

表1.試験区の構成と各成分の施用量

No 試験区
施用量 (kg/10a)

N P205 K20 

1 慣行(無施用)区

2 ロング施用区 30 30 30 

ヤマハンノキ

水止め

4)調査項目

①予備調査として，県内主要ワサビ産地(松崎

町池代，伊豆市湯ヶ島，静岡市有東木，川根本

町元藤川)用水と試験中のワサビ田用水の水質

調査を行った。

②収穫したワサビについて生育調査，および成分

分析を行った。

③施用したロングからの窒素の溶出調査を行つ

た。溶出率は回収したロングの残存窒素量と初

期窒素量から算出した。

3. 結果および考察

， )県内ワサビ、田用水および試験ワサビ用用水の

化学性

表 2に県内ワサビ田用水の化学性を示した。

pHは平均7.3で、変動は少なく， EC (dS/m)は最

大値0.103，最小値0.045，平均0.073であった。

地域的には静岡市有東木の値が高く，川根本町元

藤川地区の値が低かった。このように各成分濃度

は地域により少なからぬ違いが認められた。

図1.畳石式ワサビ田の構造(ワサビ栽培(秀潤社)より一部改変)

表 2. 県内ワサビ回用水の化学性

pH EC NH4-N N03-N P K Ca Mg S042 Si 
採取年月日dS/m pp町1 pp町1 pp町1 pp百1 pp町1 pp町1 pp江1 pp町1

松崎町池代 7.43 0.067 0.061 1.66 0.12 3.1 1.7 1.9 3.2 8.2 2007.3.17 

伊豆市湯ヶ島 7.29 0.077 0.093 1.84 0.13 2.9 3.2 1.4 6.3 10.6 2007.3.02 

静岡市有東木 7.28 0.103 0.086 2.77 0.14 2.6 5.8 1.8 15.3 4.4 2007.3.10 

川根本町元藤川 7.22 0.045 0.034 0.567 0.12 2.6 0.8 1.2 2.7 5.5 2007.3.10 

平均 7.31 0.073 0.069 1.71 0.13 2.8 2.9 1.6 6.9 7.2 

※NH4-N， N03-N， S042-はイオンクロマト法，他の成分分析 (P，K， Ca， Mg， Si)はICP発光分光分析法によった。
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表 3. 試験ワサビ田用水の化学性

pH EC NH4-N N03-N P K Ca Mg S042- Si 
dS/m pp百1 pp町1 pp立1 pp立1 pp立1 ppm ppm ppm 

慣行(無施用)区 7.53 0.088 0.032 1.59 0.14 3.0 0.8 2.2 3.2 7.4 

ロング施用区 7.34 0.097 0.090 1.79 0.29 3.3 1.0 2.4 3.4 6.4 

採取年月:2008.10.8 
※ワサビの全窒素は硫酸分解，水蒸気蒸留法 他の成分分析はICP発光分光分析法によった。

用水の水質は地質 地勢，気候，森林の状況に

よりほぼ決定され ワサビの栄養となる無機成分

は用水と作土から供給される肥料成分の供給量は

用水からのほうが多いとされている。山本5)は県

内数ケ所で優良田 劣等田の用水について分析

し，ワサビの生育状況は概ね用水中の窒素濃度と

正比例することを また硫酸根の多少が生育に大

きく影響しているという報告をしている。県内産

地においても用水中の無機成分濃度に差が認めら

れることから，一部地域で用水中の成分不足の条

件下での栽培がなされているのではないかと考え

られる。

表3に試験区におけるワサビ田用水の化学性を

示した。ロング施用区のEC，窒素， リン濃度に

ついて慣行(無施用)区にくらべ幾分高い傾向が

認められたが，その他の成分については明らかで

なかった。

2)生育調査

表4に収穫時の生育状況を示した。 3.3m2当た

りの親株の全重は慣行(無施用)区指数100に対

してロング施用区109であったが本数および、根重

では慣行区に比べロング施用区が110以上と高

く，本数の増加と根茎部での生育の良好さが見ら

れた。

表 4. 生育調査結果

親株 (3.3m2当たり)

区 名 全重 根重
kg 

本数
kg 

慣行(無施用)区
13.1 36 2.50 13 
(100) (100) (100) (100) 

ロング施用区
14.3 42 2.86 13 
(109) (115) (114) (98) 

品位別に分類した上物 中物下物の本数割合

をみると上物および下物ではロング施用区は慣行

区に比べほとんど差はないが 中物では指数151

と大幅な増加が認められた。一方，根重割合でみ

ると大物は両区でほとんど差はないが，中物では

ロング区143と大幅増加の傾向を示し，下物でも

109と重量の増加が見られた。このようにロング

施用により親株の全重，本数，根重が増加し，品

位別でも中物の本数 根重の増加が認められた。

2010年のワサビの出荷価格は 2kgあたり概ね上

物，中物，下物は7，000円， 8，000円， 6，500円程

度(耕作者談)であり ロング施用により中物の

収量が増加することによる生産額の増加が期待さ

れる。また両区の上位20本平均の根重ではロン

グ施用区は慣行区100に対して92と少し小さい

が，根径は110と大きくなる傾向がみられた。慣

行区の根重が大きくなる理由として単位面積あた

りの本数減少に伴う肥料成分吸収量増加なども考

えられるが，本数減少の解析も含め今後の検討が

必要と考えられる。

ワサビは育苗時の施肥量から見て生育時の肥料

成分の要求量はかなり高いと考えられる。飯島6)

は湧水沢ワサビ田での窒素 リン酸，カリ単体施

用が無施用区にくらべいずれも生育が良好である

品位別(根茎部) 上位20本平均

本数 根重kg 根重 根径

下 下 g cm 

12 11 1.21 0.84 0.45 146 3.4 
(100) (100) (100) (100) (100) (100) (100) 

18 11 1.17 1.20 0.49 135 3.7 
(151) (96) (97) (143) (109) (92) (110) 
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ことを，河森ら 3)は被覆した固形肥料を県内15箇

所で毎月施用した結果 平均収量が21%増加し

たと報告している。今回の試験でも栽培期間中で

の三要素施用による効果が認められることから県

内においてもロングの施用効果が期待されるワサ

ビ田が少なからず存在しているのではないかと考

えられた。

表 5. ワサビ(根茎部)の成分分析

試験区
T-N P K Ca M% g 
% % % % 

S 
% 

慣行(無施用)区 2.44 0.26 1.93 1.18 0.53 1.12 

ロング施用区 3.04 0.42 2.64 1.26 0.57 1.26 

採取年月:2009.1.28 

3)根茎部の成分分析

表 5にワサビ(根茎部)の成分分析結果を示し

た。慣行(無施用)区にくらべロング施用区での

窒素， リン，カリウム，イオウ濃度の増加傾向が

認められた。施用したロングは 硫酸カリウム等

に由来するイオウを含有していることから， これ

らの成分濃度の増加は肥料の施用によるものと考

えられる。河森ら 3)は施肥によって各部位の三要

素含有率が増加する 特にリン酸の含有率の増加

が著しく増加することを報告しており，今回の試

験においても同様な結果が得られた。ワサビの品

質を構成する要素として

辛味成分含有量があり，

石上7)は辛味成分とイオ

ウおよび窒素含有率に高

い相関関係があることを

報告している。また飯

島6)は湧水沢田試験で三 期 6~
間 I
溶 I
出

4 率
(%) 

2 

。

待される。このことから品質向上のためにワサビ

田での積極的な肥料成分の施用を考えても良いの

ではないだろうか。

4) ロングからの窒素溶出状況

図2に田頭水路中に設置したロングからの窒素

の溶出状況を示した。窒素溶出率は施用後180タ

イプを供試したのは定植時から収穫期である 1月

Fe Mn 
ppm ppロ1

182 40 

163 42 

B 
ppm 

46 

47 

下旬までの溶出完了を期待

した為であり，窒素成分の

溶出状況から考えて当初の

目的を達成したと思われ

る。

なお本報告は多量の用水

を利用する畳石式ワサビ田

の水口でのロング施用試験

であるが，県内には水流が

すくない渓流式ワサビ田や地沢式ワサビ固などの

存在も少なくない。石上ら8)は多量の用水を利用

するワサビ田での肥料の施用は水口施用よりも，

作土への混合施用が有効ではないかと指摘してい

る。この点に関して用水 土壌および気象条件な

どの環境が異なるワサビ田への施肥にあたっては

肥料の種類，量，施用法なども含めた施肥法の検

討が今後の課題であろう。

4. まとめ

ワサビ田における被覆肥料の水口施用が生育・

品質に及ぼす影響について若干の検討を行った。

.184% 

.172 

.151 

100 

80 

605 
溶

40皇
(%) 

20 

要素施用によりワサビ中

の地下茎の総辛味成分含

有率の増加を報告してい

るが，今回の成分分析で

も施用に伴う窒素，イオ

ウ成分含有率の増加が見

られることからロング施

用に伴う品質の向上も期

6 ・7 I 8 I 9 I 10 I 11 
0 

12 I 1 ' 2 月

30 60 90 150 210 240 施用後日数

図 2. ロングからの窒素成分の溶出状況 施用日:2008.5.28 
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1 )県内ワサビ、田用水の各成分濃度は地域により

少なからぬ違いが認められ 一部地域で、用水中

の肥料成分不足下での栽培がなされているので

はないかと考えられた。

2)生育調査ではロング施用により親株の全重，

本数，根重が増加し，品位別でも最高価格部類

である中物の本数 根重の増加が認められた。

3) 根茎部成分分析ではロング施用により窒素，

リン，カリウム，イオウ含有率の増加が認めら

れた。

4) 用水中でのロングからの窒素溶出率は施用後

240日で84%であった。
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LP.コード
J:Llコート⑮

ロング⑮
工コロング⑮

lI:lコート・工ムコート ロング・工コロング

原 HE! 原素 硝酸系化成肥料

| 直線型 20、40、70、100、120、140 40、70、100、140、180、270、360
主な溶出タイプ Iシグ-モイド型 30、40、60、80、100、120 70、100、140、180

使 用 場 面 水稲、麦、豆類、野菜など 野菜、花井、果樹、茶など

主 な 製 ロロロ LPコート複合、工ムコート複合 ロング、工コロング、スー/'¥ーロング、ス-/'¥-エコロング


